
２０２３年大河ドラマ 「どうする家康」

放送決定！

「もっともっと岡崎重層事業」

岡崎市福祉部ふくし相談課
課長 齊藤哲也

きっと岡崎、もっと家康

＜参考人＞

～リノベーション&イノベーション型重層事業の実践～

社会保障審議会生活困窮者自立支援
及び生活保護部会（第１７回）

令和４年７月２９日 資料7



自治会加入率90％

岡崎市

岡崎市の概要

中核市
人口 384,996人（R4.4.1）
世帯数 166,994世帯
高齢者数 92,435人
高齢化率 24.0％
面積 387.20㎢
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＜社会福祉協議会＞

・基幹型地域包括支援
センター

・参加支援事業

・アウトリーチ等を通じた
継続的支援事業

・生活困窮者等のための地
域づくり事業

・家計改善支援事業

・若者サポートセンター

重層事業の所管課＝ふくし相談課

一体的に実施

＜つながり支援係＞

・多機関協働事業（相
談支援包括化推進員）

・地域福祉（CSW）

・災害時避難行動要支援
者支援制度のうち個別
避難計画の作成

＜くらしの相談係＞

・生活困窮者自立支
援制度全般、住居確
保給付金、一時生活

支援事業、ホームレ
ス自立支援

＜地域支えあい係＞

・地域包括ケア関係（包
括的支援事業、在宅医
療・介護連携推進事業、
生活支援体制整備事業、
地域ケア会議推進事業）

・成年後見制度

＜愛恵協会＞

・生活困窮者自立相談
支援事業

・就労準備支援事業

・就職氷河期アウトリー
チ

ほっとサポートおかざき

自立相談支援事業所
は市内に１カ所。

コロナ禍で増大した
相談は、生活困窮の
要素がないものにつ
いては、基幹包括や
包括化推進員が対応。

地域づくりについて
は、参加支援事業な
どを行う社協や市の
CSWと連携して実施。
一括交付金化の恩恵 3



福祉会館１階

福祉会館３階東庁舎１階

国民健康保険、

特定健診等保険事業、

国民年金に関すること

国保年金課

医療費助成、

後期高齢者医療制度

に関すること

医療助成室

児童手当等の給付

ひとり親に関すること

子育て支援室

生活保護に関すること

地域福祉課

保育園・こども園の入園

に関すること

保育課

妊娠・出産・子育てに関

する悩みごと

家庭児童課

児童育成センター、放課後

子ども教室に関すること

こども育成課

生活困窮、地域包括ケア、

その他福祉全般に関すること

ふくし相談課

介護保険サービスに関す

ること

介護保険課

介護予防、認知症、

高齢者福祉に関すること

長寿課

こども子育てサポートフロア

「ここサポ」

ふくし総合サポートフロア

「ふくサポ」

障がい者手帳、障がい福祉

サービス、難病に関すること

障がい福祉課

物理的な連携（=市役所窓口の改修：令和２年度工事）
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声をあげるところがない？

Q:福祉サービスの情報をどこから入手するか？

・相談できる人がいない、相談先がわからない

Q:なぜ相談しないのか？

令和２年度地域福祉に関する市民意識調査より

・情報を入手する術がない

５年前と比較して

相談できる人がいない １．５倍

相談しづらい ２．４倍

相談先がわからない ６．４倍

・広報紙の情報は限定的

・インターネットのみ増

アクセスしやすい環境整備が必要
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身近なところで気軽に行ける相談窓口

・地域包括支援センター ⇒第２層の属性や世代を問わない包括的な相談窓口
「まちのふくしサポート室（まちサポ）」へ（20包括のうち７包括）

令和５年度から実施予定

・老人福祉センター ⇒ 高齢者施設から「多世代交流拠点」へ

まちサポ&地域福祉拠点構想
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発信先を集約する

岡崎市でいきづらさに寄り添うポータルサイト

プラットホームの再構築＋ポータルサイト

相談＋就労＋社会参加

ひきこもり支援団体
外国人支援団体
自立支援団体

ボランティア団体
若者支援団体
社会福祉協議会
フリースクール
医療機関
行政機関

etc

10月のリスタート
に向けて再構築中

行政は情報発信が下手
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断らない相談を標榜し続ける

民生委員

家庭に問題があり、
子どもが学校に行けていない

＃外国人＃経済的困窮＃双子知的障がい＃ひとり親世帯

家庭児童課

両親に障がいがあり
生活できていない

＃知的障がい＃医療的ケア児＃多重債務＃医療ネグレクト

こども発達相談
センター

療育が必要な子に
会えなくなった

＃育児放棄＃発育不良＃失職＃脳梗塞＃祖母認知症

MSW

本人の意思で退院するが、
生活が不安

＃末期がん＃妻認知症＃経済的困窮＃ごみ屋敷＃多頭飼育

検察

拘留満期となるが
再犯リスクが高い

＃窃盗＃ホームレス＃MCI＃無保険

市民

最近友人を見ていない

＃セルフネグレクト＃失業＃精神疾患＃家賃滞
納

広報紙に掲載

SSW

親と兄弟の世話をしており、
学校に通えない

＃ヤングケアラー＃父難病＃経済的困窮＃外国人

高校養護教諭

3年の途中から不登校、
卒業はできたがひきこもり状態

＃双極性障がい＃離婚＃孤立＃コロナ

教育関係者に周知

民生委員、福祉委員に周知

関係機関に周知

庁内勉強会
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郵便局がつながり先を案内

市内全ての郵便局の
窓口（A4版）とATM（A５
版）にちらしを設置

ふくサポ ×ポスト

★ふくし相談課の連絡先
★高齢者・介護に関する相談先
★障がい・難病に関する相談先
★子どもに関する相談先
★仕事に関する相談先
★お金・住まいに関する相談先
★年金に関する相談先
★外国人・性の多様性に関する相談先
★医療機関に関する相談先
★DV等の相談先
★こころの悩みに関する相談先
★法律に関する相談先
★夜間対応・SNS（Line）相談
★広告（ゼロ予算=協賛金により作成）

掲載内容
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支援会議・重層的支援会議

支援会議（ふくサポ会議）・・・本人同意なし、ふくし相談課が主催

重層的支援会議・・・・・・・・・・本人同意あり、ふくし相談課が主催

◆ふくサポ定例（月1回）⇒R4は案件が増えてきているため随時開催

メンバー：参加支援事業者、アウトリーチ事業者

基幹型地域包括支援センター

生活困窮者自立相談支援事業者

住宅計画課

ふくし相談課（包括化推進員）

◆ここサポ定例（月1回）
メンバー：警察、児童相談所、教育委員会

家庭児童課、保育課

健康増進課

ふくし相談課（包括化推進員）

◆随時

個別のケース会議等と兼ねて実施しているもの

（ケース会議、個別ケア会議、支援調整会議、

コアメンバー会議等）

メンバー：上記 + 支援機関、支援関係者
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多機関協働事業の実績（令和３年度）

ステイタス 件数

情報提供や相談対応のみで終了 １５

他の制度や専門機関での対応が可能であり、つなぐ １６

現時点では本人同意はとれていないが、引き続き同意に向
けて取り組む ４

多機関協働プランを策定する ３３

スクリーニング判断前に中断・終了 ２

合計 ７０

プラン作成件数のうち終結した件数 １０
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父

祖
母

甥

重層的な支援の流れ

世帯主（68）
母の介護と
孫の育児を担うも
長女に任せる
部分が多い。 世帯主の母（90）

要介護２。認知症。
デイサービス週２
回利用中。

長女（35）
精神２級。
就労支援利用中。
家事と祖母の介護、
甥の育児を担う。

世帯主の妻（59）
パート就労。
別居で独居の
実父の介護に
追われる。

次女（33）
発達障がい・精神障がい疑い
あるも、父の理解が得られず
未受診。育児放棄。

次女の子（2）
発達の遅れ有り、
フォローアップミル
クしか飲まない。

保健所介入による医療機関への受診支援。
保育園にも通うように。

福祉制度を利用することで、金銭面での問題
を軽減、適切な介護サービス導入が可能に。
家庭内の介護負担が軽減され、
父も趣味のテニスに打ち込めるように。

相談先は？
地域包括支援センター？
障がい者相談支援事業所？
保健所？病院？
生活困窮者相談支援事業所？

母

妹

それぞれの分野だけでは
支援がうまく進まない

世帯全体の問題を
総合的に解決したい

支援会議

アウトリーチ

重層的支援会議

甥への支援

本人への支援

介護負担の軽減

本人の申し込みを受けて、「重層的支援会議」を開催。

希望の方向に進めるように、いろんな関係者が集い、支援方針
の決定をします。

さらに、保健所、障がい者相談支援事業所、居
宅介護支援事業所、生活困窮者相談支援事業所、
サービス事業所の担当者が集結し情報共有。

まずは、相談を受けたふくし相談課
が、家庭児童課、障がい福祉課の対
応状況を確認。

本人の受診に同行、
また、父との関係づくりも進めます。

父の理解も得られ、精神障害者手帳を取得。
障害年金も申請し、入院療養へ。

妹への支援

主

障がい支援事業所、就労支援事業所によるケ
アや労働環境整備。精神も安定し、就労再開。

◎本人の負担度合いが大きく、就労意欲にも悪影響

◎甥は保育園に行っておらず、発達遅れの兆候有

◎妹は金銭管理が困難、外出先で警察に保護されることも

AFTER

BEFORE

支援会議
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住まいサポートおかざき①

連携

岡崎市住宅確保要配慮者
居住支援協議会

支援

住居
確保

生活
支援

協力大家
不動産賃貸業者
【11者】

協力居住支援団体
【７団体】

上述の課題を解消するため、民間賃貸住宅の賃貸等を実施する事業者及び民間賃貸住宅等への居住支援を行う団
体と連携することで、従来より住宅確保要配慮者の民間賃貸住宅等への円滑な入居の促進及び居住の安定を図る
ことを目的とした制度を施行。

住宅確保要配慮者
・物件情報の提供
・契約等の情報共有

・身元保証（緊急連絡先）
・内覧同行や契約同行

【本市における新たな住宅セーフティネット制度のみでは進まない課題】

①相談者の約７割が低額所得者であることから、低廉な家賃の住宅の確保が必要である。

②登録住宅の空き住戸は総じて少なく、相談者の希望条件に応じた物件情報を提供することが困難な状況にある。

③大家等の不安が住宅困窮理由の場合、必要な支援がなくては住宅の確保につながらない。

「住まいサポートおかざき」を施行（R3.10.1）

13

一般就労可
⇒市役所内にある
「就労サポートセン
ター」にて職業紹介



住まいサポートおかざき②
2022.3.31時点

年度 相談件数 マッチング件数 入居につながった件数

令和元年度 38件 18件 １件

令和２年度 57件 23件 ５件

令和３年度 71件
（支援対応中：４件除く）

30件 ９件

合計 166件 71件 15件

属性 件数

高齢者 25

身体障がい者 10

精神障がい者 ６

子育て世帯 ５

外国人 ２

ＤＶ被害者 ５

更生保護対象者 ３

被災者 １

低額所得者 13

その他 １

計 71

複数属性の低額所得者
（上記、低額所得者と合算）

53

相談元 件数

本人・家族 ８

ふくし相談課 28

地域包括支援センター 10

福祉部局等
（ふくし相談課以外）

12

家庭児童課 ３

多様性社会推進課 １

市営住宅管理センター ５

その他 ４

計 71

対応状況 件数

宅建協会の紹介物件に入居 １

住まいサポートおかざきを介し入居 ４

公営住宅に入居 ４

宅建協会による物件情報の提供 １

住まいサポートおかざきによる物件情報の提供 ２

住まいサポートおかざきによる居住支援の紹介 ２

公営住宅の情報提供 17

サービス付き高齢者向け住宅の情報提供 １

福祉部局等と連携し、福祉施設へ入所 2

福祉部局・団体に対応引継ぎ 19

制度紹介のみ 11

その他 7

計 71

支援対応中（次年度実績に反映） ４

※

※

※

※

【相談対応の実施状況】

家が見つかっても
…引越費用がない

市営住宅当選しても
…ゴミの片付できない

アウトリーチ・参加支
援事業者も対応 14



「子ども・若者総合センター」リニューアルオープン

就労準備支援事業と…
日常生活自立及び社会生活自立に関す
る支援を連携

多機関協働事業と…
岡崎市子ども・若者支援地域協議会、
支援会議などで情報連携

参加支援事業、ｱｳﾄﾘｰﾁ事業と…
伴走型の支援、家族を含めた支援

現若者サポートセンターの課題

岡崎市子ども・若者支援地域協議会にも参画

・専門相談の予約枠不足

・対象は15歳から

・不登校・ひきこもりへの支援の長期化

・ニーズ増加への対応

「子ども・若者総合相談センター」へ

・相談員を増員し、専門相談を開所
日全日で実施

・15歳未満の子ども対象

・少年愛護センターと統合

・メールやLINEを活用した相談受付

・アウトリーチによる相談

・就労のための初期支援

１０月～

連携

ニート、ひきこもり、不登校、ヤングケアラー等

15・18歳の制度の壁を超える

15

教育委員会所管



つながりのある食料等支援

ドライブ部門
（現OKフードドライブ）

地域の商店、スーパー
地域の企業

新ＯＫフードドライブ

社会福祉協議会・岡崎市

バンク部門

パントリー部門

生活困窮者自立相談支援
機関

こども宅食

事業としての食料支援＝就労体験＋社会参加支援

企業等からの
寄付

はぴりんFB
（社協）

子ども食堂連絡
協議会わークル

地域包括支援センター

相談支援事業所

毎月市内のどこかでフードドライブ
・老舗の味噌屋
・葬儀場
・ディサービス ｅｔｃ

スーツ等貸出
日用品・学用品
少額貸付
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農福連携

特別支援学校が実施主体

生徒…職業訓練

農家（複数）…農業技術指導、種・苗などを提供

JAあいち三河…農家へ情報発信、女性部に働きかけ

地域包括支援センター…地域住民に周知、地域づくり

地域住民…活動に参加、生徒との交流

社会福祉協議会…参加支援事業、地域づくり

愛知県青年の家…場所の提供

愛知県農業経営課…助言

岡崎市農務課…助言、情報発信

ふくし相談課…情報発信、地域づくり

・卒業後は農業分野への就業も。農業を行うB型事業所が増加傾向。

・一般就労が困難な方の就労体験の場。
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個別避難計画は地域づくり

～「犠牲者ゼロ」は地域力から
～POINT１

・既存の会議体の活用

福祉分野には、「学区福祉委員会」「地域ケア会議」「協議体」「支援会議」といった、
既存の会議体が設置されており、地域住民や福祉・医療専門職などの、避難支援等実施者と
なりうるステークホルダーが既に参加しているため、既存の会議体を効率的に活用し、計画
作成を進める。

POINT２
・二段構えの作成

令和４年度は、①モデル地区に応募した自治会と協働して、優先度の高い要支援者の計画
作成を進めるとともに、②「肢体不自由児・者父母の会」に入会している、約１００名の要
支援者やその家族と、計画作成を進めることとしている。

POINT３
・平時の見守りの強化

避難行動要支援者名簿に登録した方に対して、従前から「見守りキーホルダー」を配布し
ているが、計画作成を進める中で、潜在的に問題を抱えているにも関わらず、相談できる相
手がいない方や、地域から孤立している方の、繋がりの創出を行う。

令和３年５月災害対策基本法改正⇒個別避難計画作成が市町村の努力義務化

内閣府：令和４年度個別避難計画作成モデル事業
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寄付の活用

遺言代用信託
ニーズが増大する日常生活自立支援事業
の緩和に期待

お米

生理用品

車

寄付金

寄付金

食料品

絵本

防災備蓄

子ども食堂・フードドライ
ブ・困窮者支援 など

小・中・高・大学に配布
公共施設で配布 など

終活事業 など

子ども食堂・フードドライ
ブ・困窮者支援 など

子ども食堂・フードドライ
ブ・困窮者支援 など

子ども食堂・児童養護施
設・保育所 など

中山間地域の移動支援
に活用予定

ヤングケアラー支援

＜現在交渉中＞
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絶賛!!営業中

企業版ふるさと納税

◆志を可能な限り受止める
◆大人用おむつ・尿漏れパット
石灰
生理用品
マスキングテープ
社名変更で配れなくなったタオル
．．．etc

総計予算主義の壁⇒迅速な支援につなげたい 20



自分らしく生きる

伴走型支援における終活サポート

まだまだ元気のうちに
人生を振り返り
自分らしい生き方を考える

人生の
最終段階における
意思決定支援

『ACP』の普及促
進

「終活すごろく」
ゲームをしながら終活を考え
る。包括職員などが作成。

・講演会を開催し市民に周知

・岡崎市民病院でACP研修
を実施中

生活支援体整備事業
（重層事業）

在宅医療・介護連携推進事業
21



問：将来あなたが人生の最期を迎える時、それをどこで迎えたいですか。
令和元年度介護保険等実態調査

問：あなたは、今の生活に満足していますか。 令和２年度地域福祉に関する市民意識調査
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